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■資　本　金 
　727億円（2002年3月31日現在） 
■従業員数 
　8,583人（2002年3月31日現在） 
■製　　　品 
　トラック・バス、各種特殊自動車、 
　小型商業車、乗用車、各種エンジン 
■トラック・バス出荷台数 
　52,441台 
■受託車生産台数（海外生産用部品は除く） 
　141,045台 
■売　上　高 
　5，640億円  （2001年度） 

目　　次 

会　社　概　要 

日野自動車株式会社 

■事　業　所 
　本社・日野工場 
　　東京都日野市日野台３丁目１番地１ 
　　〒191-8660　TEL.042-586-5011 
　羽村工場 
　　東京都羽村市緑ヶ丘３丁目１番地１ 
　　〒205-8660　TEL.042-579-0411 
　新田工場 
　　群馬県新田郡新田町大字早川字早川10番地１ 
　　〒370-0344　TEL.0276-56-5111 
　田町事務所 
　　東京都港区芝４丁目11番３号 
　　〒108-0014　TEL.03-3456-8811 
　茨城御前山テストコース 
　　茨城県東茨城郡御前山村大字長倉字大倉山2023番地 
　　〒311-4613　TEL.0295-55-3122 
　北海道芽室テストコース 
　　北海道河西郡芽室町雄馬別14線26番地１ 
　　〒082-0382　TEL.0155-66-2511 
　日高配車センター 
　　埼玉県日高市上鹿山689番地１ 
　　〒350-1234　TEL.0429-85-4747 
　青梅部品センター 
　　東京都青梅市末広町１丁目５番１号 
　　〒198-0025　TEL.0428-32-9911
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　経済活動、会社経営は営利活動であると同時に、貴重な地球という

限りある資源の中で、持続可能な発展を前提として、公共の利益に合致

するものでなければなりません。環境はこの意味で、経営そのものと

なってきていると申せましょう。 
  

　国内での関心の高まりを背景に、各種法律が整備され、国際的にも

環境に対する共同の取り組みの一つである京都議定書の批准が進み、

発効する段階が近づいています。このように、企業に対する環境への

社会の要求はますます増大して行きます。 
  

　このような背景の中、いま、日野自動車は新たな飛躍のため、“リニュー日野”を標語に生まれ

変わることをめざしています。 
  

　主要製品である商用車は厳しい環境、経済要求に応えて、革新の技術に取り組み、世の中の先頭を

切ってその対応車を市場に問うております。その一例が中型トラックシリーズを12年ぶりにフル

モデルチェンジした、「レンジャープロ」の新発売です。燃費・輸送品質・安全性能を格段に向上

させた他、粒子状物質（PM）を大幅低減した新開発エンジンを搭載し環境対応の先陣を切りました。 
  

　生産面ではCO2排出量、廃棄物発生量などほぼすべての項目で目標を達成し、2005年度目標達成

に向け着実に成果をあげております。またPRTR法に基づく化学物質の厳正な管理も軌道に乗せて

おります。 
  

　さらに物流、販売、サービスの全ての活動はもとより、使用済みの車両の最終処理までをフロン法、

リサイクル法に則って責任を持って対応して行くため、全力を挙げて取り組んでおります。 
  

 今後も環境保全活動を継続的に進めるべく、2005年度までの目標であります「日野自動車環境

ボランタリープラン」に沿って積極的に取り組んでいく所存です。 
  

　本報告書は、日野自動車の環境保全活動を理解していただくとともにコミュニケーションの重要な

手段と考えております。皆さまからのご意見、ご指摘をお寄せいただければ幸いに存じます。 
  

  
 

 　　　　　　　　　　　　日野自動車株式会社 

 　　　　　　　　　　　　日野環境委員会委員長／代表取締役社長 

1

環境担当役員／取締役専務 環境担当役員／取締役専務 

2002年10月 
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シュレッダーダストの排出 

産業廃棄物の排出 

環境負荷物質の排出 

設計・開発 

日野自動車の事業活動と環境への影響 

性能は、環境のために。 

　日野自動車はトラック・バスを通じて、世界中の人々の暮らしと深い

関わりを持っています。 

　現代社会において、自動車は豊かさと快適さを運ぶ、人々の暮らし

になくてはならないものです。 

　一方で自動車は、開発され、生産され、使用され、やがて寿命を

終えるまでの間に様々な環境側面を持っています。 
 

 

 

　日野自動車はこれまで、NOx（窒素酸化物）、PM（粒子状物質）などの

ディーゼルエンジンが環境に与える影響や生産活動が環境に与える

影響のより少ない事業活動のあり方を考えると同時に、自動車の

ライフサイクルすべてにわたるあらゆる資源の有効活用に取り組んで

きました。 

　私たちはディーゼル車のトップメーカーとして、私たちの技術を

地球環境のために注ぐことを改めて決意します。 

日
野
自
動
車
が 

め
ざ
す
も
の 

リサイクル・廃棄 

資源・エネルギーの消費 

産業廃棄物の排出 

環境負荷物質の使用 

調　達 
排出ガス 

燃料消費 

騒　　音 

製品梱包廃材の排出 

物　流 

排出ガス 

燃料消費 

騒　　音 

製品使用 

資源・エネルギーの消費 

産業廃棄物の排出 

大気・水域への排出 

環境負荷物質の使用 

生　産 



3

日野自動車の環境保全活動 

企　業　理　念 

日野地球環境憲章 

日野自動車環境 
ボランタリープラン 

日野環境委員会 

基　本　方　針 

１. 地球環境の保全を総合的かつ継続的に進めます 
２. 地球環境の保全を具体的かつ確実に進めます 

海外 
販売会社 

国内 
販売会社 

国内営業 
新田工場 

羽村工場 

日野工場 

日高 
 配車センター 

青梅 
部品センター 

生産技術 

製品開発 本社機能 

生　産 

物　流 
営　業 

関連企業 

豊かで住みよい地球をめざし、新たな価値を創造し続ける 

海外営業 



　日野自動車は、地球環境問題を経営における重

要課題のひとつと位置づけ「豊かで住みよい地球

をめざし、新たな価値を創造し続ける」という企業

理念のもと、’93年３月、地球環境保全に関する考 

え方をまとめた「日野地球環境憲章」及びその具体

的な行動計画である「日野自動車環境ボランタリ

ープラン」を策定し、環境保全活動を総合的に推進

しています。 
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　　全社環境マネジメント 

環境マネジメント 

推進体制 

活動してきました。’02年３月には自動車リサイク

ル法制定に備えた各種課題の推進、関連新規事業

の検討のため、「リサイクル委員会」を、また、日野

グループとしての環境管理体制を充実させるため

の「販社環境委員会」を新たに設置しました。 

　日野自動車は、環境保全に対する行動計画を効

率よく着実に推進するため、全社的組織として、社

長を委員長とする「日野環境委員会」を’93年３月

に設置しました。また、この下部組織として、「環

境技術委員会」、「生産環境委員会」を同時に設置し、 

日野環境委員会 
（委員長：社長） 

  製品環境委員会※ 
（委員長：開発部門管掌役員） 

生産環境委員会 
（委員長：生産部門管掌役員） 

リサイクル委員会 
（委員長：本社部門管掌役員） 

販社環境委員会 
（委員長：国内事業部門管掌役員） 

取　組　方　針 項　　目 2001年度目標 活　動　結　果 

2001年度の目標と活動結果 

マネジメント分野 

・物流機能　青梅、日高で同時認証取得 
 
 
 
 
・精度向上、物量効果を算出 
 
 
・11社が認証取得 
　合計17/23社が認証取得 
 
・Hinopak Motors, Ltd.（パキスタン）に
て認証取得 
 
・「グリーン調達ガイドライン」発行
遅れ（’02年９月発行） 
・「グリーン購入ガイドライン」発行、
展開。98％切り替え完了 

・青梅、日高認証取得 
 
 
 
 
・環境会計システム精度向上、内容
充実 
 
・国内関連会社生産環境小委員会各
社23社でISO14001認証取得（１
社１事業所以上） 
・海外主要生産拠点でのISO14001
認証取得 
 
・部品のグリーン調達を展開 
 
・事務用品、機器のグリーン購入の
展開 

総合的な環境
マネジメント
の推進 
 
 
環境会計シス
テム 
 
国内外関連会
社（仕入先）と
の活動充実 

・環境マネジメントシステム
の適用範囲拡大と充実
…自社国内全拠点（機能）
でISO14001認証取得 
 
・環境会計システムの構
築と運用定着 
 
・ISO14001認証取得の拡大 
 
 
 
 
 
・グリーン調達・購入の推進 

※ 環境技術委員会を改名 
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環境 
マネジメント 

取　組　方　針 項　　目 2001年度目標 活　動　結　果 

・発行遅れ（’02年７月発行） ・「販売会社環境ガイドライン」の発行 販売会社との
活動充実 

・販売会社における環境
マネジメントシステム
構築の推進 

取　組　方　針 項　　目 2001年度目標 活　動　結　果 

開発分野 

・小排気量、高出力の５気筒ターボイ
ンタークーラーエンジン搭載車発売。 
　…燃費大幅改善 
 
 
・新短期＋PMフェーズイン対応技術
のコンセプト固めを推進 
・既出荷車対応も可能にしたPM減少
装置「PMトラップ」が東京都認定
を取得 
 
・CNG車の出力アップ、車種拡大を検討 
 
 
・新発売「レンジャープロ」リサイク
ル率90％以上を達成。3Rを設計基準
に展開中 
・解体業者10社調査、現状と問題点を
把握 
 
・水銀、カドミウム、砒素の使用廃止、
六価クロム使用低減に向けた現状調
査を推進 
 
・鉛使用量：’96年比1/3以下達成の目 
　　　　　処付け完了 
 
・規制対応車「レンジャープロ」を発
表・発売 
 
・新発売「レンジャープロ」で省冷媒
量800→500g/台に削減、全車種目
標達成 

・燃費向上技術コンセプト立案・展開 
 
 
 
 
・新短期＋PMフェーズイン本格開発 
 
 
 
 
 
・基本戦略策定 
 
 
・リサイクル設計の車両への盛り込み 
 
 
・市場での解体実態調査 
 
 
・管理対象物質選定と現状把握及び
低減案策定と推進計画策定 
 
 
・鉛使用量を’96年比1/2以下の達成
と、1/3以下達成の目処付け 
 
・次期騒音規制対応車の市場導入 
 
 
・フロン使用量’95年比10％低減開
発完了 

燃費の向上 
 
 
 
 
排出ガスの低
減 
 
 
 
 
クリーンエネル
ギー車の開発 
 
リサイクル性
の向上 
 
 
 
 
環境負荷物質
含有量の管理
と低減 
 
 
 
 
車両騒音の低
減 
 
フロン低減 

・要素技術と車両制御技
術開発による各国、各地
域でのクラストップレ
ベルを確保 
 
・ディーゼルエンジンの
画期的なクリーン化 
 
 
 
 
・クリーンエネルギー車
の積極的な開発と拡販 
 
・’15年リサイクル実効率
95％に寄与するリサイク
ル設計の推進 
 
 
 
・化学物質の管理とトップ
レベルを目指した取り組
みの推進 
 
・環境負荷物質の低減 
 
 
・自動車騒音の一層の低減
による商品力の向上 
 
・車両における冷媒量の削
減 

取　組　方　針 項　　目 2001年度目標 活　動　結　果 

生産・物流分野 

・CO2原単位：’00年度比13％低減 
 
 
・PRTR対象物質：’98年度比53％低減 
 
・VOC排出量：58g/m2 
 
 
・焼却廃棄物：’90年度比43％低減 
 
 
 
・台当たり水使用量： 
　　　　　　　　 ’00年度比３％低減 
 
・CO2排出量実績把握、算出方法検討 
・梱包・包装資材総使用量： 
　　　　　　　　 ’00年度比25％低減 

・売上高当たりのCO2（原単位）排
出量を’00年度比１％低減 
 
・PRTR対象物質を’98年度比５％
低減 
・VOC排出量をボディーライン平
均57g/m2以下 
 
・焼却廃棄物を’90年度比40％低減 
 
 
 
・台当たり水使用量を’00年度比３
％低減 
 
・CO2排出量を’00年度比３％低減 
・梱包・包装資材総使用量を’00年度
比５％低減 

地球温暖化防
止対策の推進 
 
環境負荷物質
の管理・低減 
 
 
 
廃棄物低減と
省資源 
 
 
水資源の節約 
 
 
物流合理化の
推進 

・CO2低減対策の積極的な
推進 
 
・PRTR対象物質の低減 
 
 
 
 
・ゼロエミッションを目
指した廃棄物低減、省資
源化活動の推進 
 
・水使用量の低減 
 
 
・CO2排出量の低減、梱包
・包装資材使用量の低減
に向けた物流合理化の
積極的推進 
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14001の認証取得をめざし、活動を推進していきま

す。 

　 

■ ISO14001登録証交付式 

羽村工場 
 
新田工場 
 
本社・日野工場 
 
青梅部品センター・日高配車センター 
 
その他国内拠点（機能） 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

日野自動車の活動 

環境監査 

ISO14001への対応 

　日野自動車では、’01年３月までに本社機能、製

品開発、生産技術及び国内生産拠点全てでISO 

14001を認証取得しました。また、’01年度は青梅部

品センター、日高配車センターの２事業所を物流

という機能でまとめ、’02年１月11日に同時に認証

取得しました。 

　EMS（環境マネジメント）構築にあたっては、本

来業務である物流を合理化するという、機能を重

視したシステム構築をすることで、環境負荷低減

と共に、費用低減についても大きな効果を上げる

ことができました。 

　今後’05年度までに国内全拠点（機能）で、ISO 

　日野自動車は、EMSが適正に運用されているか

どうかを確認するため、内部環境監査を実施して

います。状況のチェック及び各種法規への遵守状

況を評価し、改善に結びつけています。同時に監

査結果は日野環境委員会に報告されます。 

　’02年度は羽村工場で更新審査が実施されました

が、重大及び軽微な指摘はありませんでした。 

　また、本社･日野工場、新田工場で実施された’01

年度の外部のISO14001登録審査機関によるサーベ

イランス審査では重大な指摘はありませんでした。

軽微な指摘については直ちに対策を講じました。 

認証取得状況 

’06年３月取得予定 

’99年３月10日取得 

’00年３月27日取得 

’01年３月24日取得 

’02年１月11日取得 

監 査 責 任 者  
（各EMSのトップマネジメント） 

監 査 チ ー ム  

日 野 環境委員会  

EMS内の全部署  

主任 
監査員 

監査指示 

監 査 

報 告 

報 告 
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環境 
マネジメント 

　日野自動車は、自社での環境保全活動に加え、部

品仕入先各社に対し、環境保全の考え方を理解し

てもらうことにより、環境保全の向上をめざして

います。 

　活動は主な部品仕入先23社で構成する「国内関

連会社生産環境小委員会」により行っております。 

　’01年度については、新たに11社がISO14001を

認証取得し、認証取得済みの会社は委員会メンバ

ー23社中17社となりました。残りの６社について

も’03年末までに取得の予定です。また、環境負荷

低減への具体的な活動として、「省エネ研修会」を

実施しました。研修会では、各社現地見学会を行 

い、省エネ対策項目の抽出や目標達成状況を確認

しあうなど、活発な活動を展開しました。その他

の主要仕入先241社についても既に65％が取得済

みであり、引き続き’05年度末までのISO14001認

証取得をお願いしました。 

　’02年９月には、環境負荷の更なる低減に総合的

に取り組むために、「環境マネジメントの構築（ISO 

14001認証取得）」と「環境負荷物質の管理・低減

（PRTR法遵守）」を柱とした「環境に関する調達ガ

イドライン」を策定し、全仕入先へ協力を要請しま

した。 

国内関連会社の活動 

認証取得状況 

認証取得済み関連会社（23社中17社） 

国内関連会社（23社） 
 
国内主要仕入先（241社） 

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

’02年３月取得予定 

’06年３月取得予定 

認証取得年月 国内関連会社 

1997年12月 

2000年12月 

2001年１月 

2001年３月 

2001年３月 

2001年３月 

2001年５月 

2001年５月 

2001年10月 

2001年10月 

2001年11月 

2002年１月 

2002年１月 

2002年３月 

2002年３月 

2002年３月 

2002年３月 

澤藤電機株式会社 

武蔵プレス工業株式会社 

昭和飛行機工業株式会社 

株式会社武部鉄工所 

城山工業株式会社 

日野通商株式会社 

株式会社ホリキリ 

清水工業株式会社 

株式会社工進精工所 

三共ラヂエーター株式会社 

三輪精機株式会社 

株式会社日野エンジニアリングアネックス 

株式会社日野ロジスパック 

株式会社ソーシン 

理研鍛造株式会社 

日野車体工業株式会社 

千代田運輸株式会社 

関連会社の活動 

■省エネ研修会 
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■HINOPAK MOTORS, LTD.  
　ISO14001認証取得セレモニー 

■長野日野自動車  
　ISO14001登録証交付式 

　５社で構成する「海外関連会社生産環境小委員

会」として、各国各社の環境管理活動の運営や、現

地スタッフへのISO14001研修の実施などの支援活

動を行っています。 

　’01年３月のHino Motors（Thailand）, Ltd.に続き、

’01年６月にHinopak Motors, Ltd.（パキスタン）が

ISO14001を認証取得しました。 

　これは、パキスタン国内の自動車関連企業とし

ては初めての認証取得です。 

　環境マネジメントの輪をよりお客様の身近なも

のへと拡げていくため、’02年７月、国内全ての販

売会社へ「販売会社環境ガイドライン」を発行しま

した。これは、日野自動車独自の環境マネジメント

要求事項をとりまとめたものです。今後、このガイ

ドラインへの適合性を監査し、全ての項目に適合

した販売会社に対しては「エコマネジメントディー

ラー」として認定を行っていきます。 

　また、「販売会社環境ガイドライン」に則した取

り組みを開始した一方で、’01年11月に長野日野自

動車が国内大型車ディーラーとして初めて、’02年

７月に群馬日野自動車が群馬県内自動車ディーラ

ーとしては初めてISO14001を認証取得しています。 

海外関連会社の活動 

国内販売会社の活動 

認証取得状況 

海外関連会社 タイ 
 
パキスタン 
 
ベトナム 
 
インドネシア 
 
フィリピン 

Hino Motors（Thailand）, Ltd. 

 

Hinopak Motors, Ltd. 

 

Hino Motors Vietnam, Ltd. 

 

PT Hino Indonesia Manufacturing 

 

Pilipinas Hino Inc.

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

’04年３月取得予定 

’04年３月取得予定 

’04年３月取得予定 

’01年３月取得 

’01年６月取得 
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環境 
マネジメント 

環境教育を組み込んでいます。自動車産業を担う

一員としての自覚と責任を学ぶ場となっています。 

　また、２月の省エネルギー月間には、第３回目とな

った全社省エネ発表会を実施しました。 

　社員一人ひとりが環境保全意識を高めるためには、

まず何かを実行することからと考え、環境教育・啓

発活動を実施しています。 

　’94年度から、新入社員教育プログラムの中にも 

　日野自動車で使用する事務用品、事務機器のグ

リーン購入を更に積極的に推進するため、’01年９

月に環境省の「グリーン購入法特定調達物品」など

をベースに「グリーン購入ガイドライン」、「グリー

ン購入推進計画」を作成し、社内展開しました。’02

年３月現在のグリーン購入化率は全体で98％にな

り、計画目標を達成しました。 

コース名 受講者数 

　新入社員環境教育 

　環境一般教育 

42

59

教育プログラム（’01年度受講） 

環境関連資格名称 保有者数 

　環境マネジメントシステム審査員（補） 

　公害防止管理者 

　エネルギー管理士 

6

90

15

環境関連資格保有者（’02年３月現在） 

グリーン化率 

環境教育・啓発活動 

グリーン購入 

訴訟、製品リコールなど 

　訴訟については、自動車排出ガスによる健康影

響に関する訴訟１件が継続中です。 

　’01年度は、環境に関連したリコールはありませ

んでした。 

緊急時対応、環境関連事故 

　工場の安全操業と環境負荷低減のために、適正

な運転基準、作業標準を定めて、安定した操業の維

持管理に努めています。 

　緊急時には組織的・効率的に活動できるよう「緊 

急時の対応方法」を定めており、定期的に対応訓練

を実施しています。 

　’01年度は環境に関連した事故はありませんでし

た。 

項　　目 2002年３月 

事務用品 

事務機器 

合　　計 

97 

100 

98

2001年９月 

60 

70 

62

［単位：％］ 
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環境保全コスト 

環境保全効果 

環境会計 

項　　　目 
2001年度 

 

１．事業エリア内コスト 

 

２．上･下流コスト 

 
 

３．管理活動コスト 

 

４．研究開発コスト 

 

５．社会活動コスト 

 

６．環境損傷コスト 

 

　　　　　　　　　　　　　　　 合　　　計 

大気汚染、水質汚濁などの公害防止のためのコスト 

省エネルギー設備などの地球環境保全コスト 

リサイクル、廃棄物の処理などの資源循環コスト 

製品のリサイクル・回収・適正処理のためのコスト 

環境負荷を減らすための追加的コスト 

EMSの構築・運用・認証取得のためのコスト 

環境負荷の監視・測定のためのコスト 

環境保全対策組織の人件費 

環境保全対応製品の研究開発費 

環境負荷抑制のための研究開発費 

自然保護、緑化などの環境改善対策コスト 

環境情報公表のためのコスト 

自然破壊などの修復のためのコスト 

環境の損傷に対応する保険料 

 

費　用　 

 

794 

 

－ 
 

 

333 

 

19,170 

 

7 

 

－ 
 

20,304 

20,445

投　資　 

 

141 

 

－ 
 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 
141

2000年度 

費　用　 

 

653 

 

－
 

 

 

351 

 

15,500 

 

8 

 

－ 
 

16,512 

16,651

投　資　 

 

139 

 

－
 

 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 
 

139

項　　　目 2001年度 

エネルギー費の低減 

廃棄物処理費用の低減 

　　　　合　　　計 

119 

7 

126

2000年度 

58 

5 

63

　日野自動車では、経営判断の指標として環境会

計の導入を検討しています。費用対効果を精度良

く把握することで、効果的な環境投資を行い、継続

的に環境影響を改善していくことを目的としてい

ます。 

　下表は環境省の「環境会計システム導入のため

のガイドライン」を参考に、日野自動車で集計して

いる環境コストを分類したものです。’01年度の環

境保全コストの実績は、総額で204億円となりまし 

た（売上高比3.6％）。ただし、環境対応とそれ以外

の目的のものと区別が難しい設備投資などについ

ては、環境対応分が明確に把握できるもののみ計上

しました。 

　環境保全効果については、確実な根拠に基づくも

ののみ、単年度効果として算定しました。具体的に

は、省エネルギーによるエネルギー費の低減と廃棄

物低減による処理費用の低減で、’01年度は総額で

126百万円となりました。 

• 対象範囲：日野自動車単独 
• 対象期間：４月～翌年３月 

• 対象範囲：日野自動車単独 
• 対象期間：４月～翌年３月 

• 対象範囲：日野自動車単独 
• 対象期間：４月～翌年３月 

［単位：百万円（－は百万円未満）］ 

［単位：百万円］ ■経済効果 

項　　　目 2001年度 

CO2低減 

廃棄物低減 

2000年度 

2,327 

1,655

［t-CO2］ 

［t］ 

4,797 

50

［t-CO2］ 

［t］ 

■物量効果 
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環境 
マネジメント 

環境への取り組み経緯 

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

○「日野地球環境憲章」 
　策定 

○パルスEGR 
　システム搭載車発売 

○日野環境委員会設置 

○財団法人 日野自動車 
　グリーンファンド設立 

○ディーゼルエンジン－電気 
　ハイブリッド車（HIMR）発売 ○リサイクル法に基づく 

　事前評価実施要領発行 

○環境技術委員会設置 ○カーエアコン用特定フロンを 
　代替フロンに変更完了 
 ○コモンレール式燃料噴射 
　システム搭載車発売 

○鋳造の離型剤特定フロン 
　（フロン113）使用全廃 

○部品洗浄用トリクロロエタン 
　使用全廃 

○ダイオキシン対策として 
　小型焼却炉を停止 

○羽村クリーンセンター 
　完成 

○日野工場 
　コジェネレーション導入 

○羽村工場 
　コジェネレーション２号機導入 

○生産環境委員会設置 

○新田工場 
　鋳物砂再生装置 
　導入 

○「化学物質 
　管理システム」の構築 

○「設備導入 
　事前評価システム」の構築 

○環境部発足 

○羽村工場  
　 ISO14001取得 

○使用済み自動車 
　リサイクル・イニシアティブ 
　「自主行動計画」発表 
 

○国内初５気筒 
　ターボインタークーラー 
　エンジン搭載車発売 

○新田工場  
　 ISO14001取得 

○青梅部品センター 
　日高配車センター 
　 ISO14001同時取得 

○本社・日野工場  
　 ISO14001取得 

○環境報告書発行 

○「日野地球環境行動計画」 
　策定 

○「日野地球環境行動計画」 
　改定 
 

○「日野地球環境憲章」 
　改定 
○「日野自動車環境ボランタリープラン」 
　 策定 

○リサイクル委員会設置 

○販社環境委員会設置 

2002 （年） 



　この燃料噴射システムは、’95年に日野自動車が

世界に先駆けて中型トラック「レンジャー」に採用

し、量産化したシステムです。それ以来改良に改良

を加え、今回フルモデルチェンジした「レンジャー

プロ」には最新技術を盛り込んだシステムが搭載

されています。 

　この優れたシステムの特徴は、高圧の燃料をコ

モンレール内に蓄え、電子制御されたインジェク

ターから各気筒に噴射するというものです。 

　これにより、燃料の噴射時期、噴射量、噴射圧力

などが、エンジンの回転に関係なく一括制御ができ、

低速域から高速域まで、負荷に応じた高圧の燃料

噴射を可能にし、クリーンで優れた燃料により、低

燃費を実現しました。現在では大型トラックを含

む主な車型に展開しています。 

　日野自動車は、地球温暖化対策として、ディーゼル車の利点であるCO2排出

量のより一層の低減及びディーゼル車のNOx、PM（粒子状物質）、黒煙の排出

量の低減を社の重要課題と位置付け、種々の技術開発を実施し、「環境と性能」

の両立を図ってきました。 

　12年ぶりのフルモデルチェンジで、’01年12月に新発売した、中型トラック「レ

ンジャープロ」には、長年にわたる技術開発の集大成として、コモンレール式燃

料噴射システム、VGターボシステム、EGR技術及びこれらを適正にコントロー

ルする電子制御技術などを盛り込み、排ガス規制クリアーは無論、CO2削減に

直結する大幅な燃費低減を達成しました。 

　また、平成13年騒音規制をクリアーすると共に、リサイクル性の向上、環境

負荷物質の削減などの環境性能も向上させました。 

　今後更に実績ある先進のディーゼルテクノロジーに磨きをかけ、より低公害

な車を市場に提供すべく、製品開発を推進していきます。 

　「レンジャープロ」に搭載した新開発、国内初の

５気筒ターボインタークーラーエンジン（J07C -TI）

は、従来の６気筒エンジン並みの出力性能を確保す

ると共に、小排気量化による大幅な燃費低減を実現

できました。 

　これらは長年にわたり蓄積してきたターボテク

ノロジーの集積結果です。 

　また、大型トラック「スーパードルフィンプロフ

ィア」に採用している「VGターボ（Variable Geometry）」

は、可変ノズルの開度を調節することにより、ター

ボ回転数をコントロールし、空気量をエンジン回転・

負荷に応じて最適化することができます。また、エ

ンジンの吸気温度を下げるインタークーラーにより、

燃焼温度を下げ、NOxを低減すると共に、更なる燃

費向上が可能となりました。 

■噴射圧力の比較 
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噴
射
圧
力 

コモンレール式 
噴射システム 

低速← →高速 エンジン回転速度 

従来の噴射ポンプ 

 コモンレール式燃料噴射システム  ターボインタークーラー（TI） 

燃費の向上 

製品分野での取り組み 

 

鈴木 孝幸 

製品環境委員会委員長 
専務取締役 

J07C-TI 
直列５気筒コモンレール式 
燃料噴射システム採用 
ターボインタークーラーエンジン 
総排気量：6.634L 
165kW（225PS） 



　日野自動車の主力製品であるトラックは、物流の

担い手として日夜全国を走っています。運行の安全面

から、運行途中での休息は重要です。 

　エコロジーヒーターはエンジンを停止させたまま

で暖房が可能なヒーターです。長距離走行が多い大

型トラックには燃焼式エコロジーヒーターが、また

新発売の中型トラック「レンジャープロ」には電動

ポンプ式のエコロジーヒーターが設定されていま

す。 

　また、クーラーは蓄冷材を利用し、エンジン停止

状態でもベッドルームなどを冷房します。室内の快

適性維持と共に、CO2、排出ガスや騒音低減に寄与

しています。 
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 アイドルストップシステムの設定拡大  エコロジーヒーター・クーラーの設定 

製品分野での 
取り組み 

その他の省エネ活動 

◆ 省エネ運転講習会 

　車両の燃料消費量は運転の仕方で大きく変化します。車

両が持っている最適性能を最大限に発揮させる運転テクニッ

クのノウハウなどの紹介と、実車での体験とを交えた講習

会を全国各地で実施しています。 

　「省エネ講習会」参加ユーザー様からは“省エネのみでな

く、安全運行にも効果がある”などの声もいただき好評です。 

　低燃費車の開発は、エンジンだけでなく空気抵抗低減の

ため、ボディースタイルの改善、エアロバンパーやウイン

ドディフレクターの設定、車両の軽量化、パワーラインシリー

ズの適正化を図っています。また、ハード面だけでなく、

下記の様な省エネ活動を実施しています。 

 

◆ 運行シミュレーションサービス 

　ユーザーの車両運行条件と、車両性能、蓄積されている

全国の道路データを、コンピューターで運行シミュレーショ

ンし、最適車両の選択、運行方法の改善に役立つ情報提供

を行っています。’01年度は約200件の情報サービスを実施

しました。 

　このシステムは当初、路線バスの燃費低減策と

して開発されましたが、東京都をはじめ、各自治体

のアイドリング停止条例などの拡大に対応し、渋

滞や信号待ちなどの停車時でも、シフトレバーを

ニュートラル位置にするだけの簡易操作で、自動

的にエンジンを停止するアイドルストップシステ

ムを開発し、路線バスのみならず観光バスや都市

内走行の多いトラックにも設定しています。 

　このシステムにより、燃費低減を図ると共に、排

出ガスや騒音の低減が可能になります。 
 

アイドリング燃費の目安 

１時間のアイドリングでエンジン排気量の 

約1/10の軽油が消費されます。 

■アイドルストップシステム操作要領 
■電動ポンプ式エコロジーヒーター 

オートマチック車 

車　両　停　止 

シフトレバーをNレンジにする 

エンジン停止  

左足元のフットレバーを踏む 

エンジン再始動 

車　両　走　行 

マニュアル車 

車　両　停　止 

冷却水の流れ 

シフトレバーをニュートラルにする 

クラッチペダルを離す 

エンジン停止  

クラッチペダルを踏む 

エンジン再始動 

車　両　走　行 

温風 

キ
ャ
ブ
内 

リレー 

バッテリー スイッチ 

ＥＣＵ ヒ
ー
タ
ー
コ
ア 

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー 

電動ウォーター 
ポンプ 

エ
ン
ジ
ン 

サーモ 
スタット 
ケース 

ウォーター 
ポンプ 



　EGR（排出ガス再循環）システムは、過給器の有無

に関係なく、排出ガスを燃焼室に再循環させ、燃焼

室内空気の酸素濃度を低くし、緩やかな燃焼で燃焼

温度を下げて、NOxの低減を図る有効な手段です。 

　新発売の「レンジャープロ」にもEGRシステムが

採用されています。このシステムを最適に活用すべ

く、電子制御された燃料噴射コントロールシステム

と併用し、排出ガスの低減を図っています。 
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パルスEGRシステム 

　PM（粒子状物質）の低減は、エンジンの燃焼改善

や燃料の低硫黄化などで大幅に改善されてきてい

ます。これを更にステップアップさせるための方

策として、排出ガス中のPMを触媒で酸化させ、

CO2と水蒸気に変換させて、PMを大幅に減少させ

る「PMトラップ」を開発しました。 

　この「PMトラップ」は、構造がコンパクトで広

範囲な車型に適応でき、ステンレス製のため耐腐

食性にも優れています。 

　今後は「PMトラップ」の更なる性能向上を図ると

同時に、トヨタ自動車が開発した新触媒技術DPNR
※

　

　
2

と日野自動車のディーゼルエンジン技術をドッキ

ングさせ、21世紀のエンジンと呼ぶにふさわしい

クリーンなエンジンユニットを作り上げ、実用化

への開発を進めていきます。 

※１「PMトラップ」 
　　酸化触媒のひとつで、日野自動車製マフラー一体式酸化触媒
　　の名称 

※２「DPNR」 
　　新開発の多孔質セラミック構造体にNOx吸蔵還元触媒を組み
　　合わせて、NOxとPMを同時に連続浄化する触媒システム 

PMトラップ※   
  
 1  

ディーゼル車排出ガス規制の動向 

排出ガスの低減 

■ディーゼル車排出ガス規制の動向（重量車） 

■PMトラップ 

　ディーゼル車排出ガス規制は、現行規制より、

PMでは約30％強化された、「新短期排出ガス規制」

が、’03年から実施されます。更に、現行規制の約

1/10に排出ガスが規制強化された「新長期排出ガ

ス規制」が現在検討されています。 

　日野自動車は、この非常に難しい規制対応を、長

年にわたり培ってきた技術を更に進化させ、全社

一丸となってクリアーすべく、精力的に研究、開発

に取り組んでいます。 

　また、国土交通省は排出ガス量が少ないディー

ゼル車の開発、普及を促進するため、「低排出ガス

車認定制度」及び「超低PM排出ディーゼル車認定

制度」をスタートしました。日野自動車は、排出ガ

ス規制対応への努力と同様に、認定制度に対して

も上位ランクの認定確保にチャレンジしていきま

す。 

長期排出ガス規制（’98～） 

新短期規制（’03～） 

低排出ガス車認定制度（’01/4～） 

良  ★ 

優  ★★ 

NOx （g/kWh ） 

0.20

0.25

0.10

0.15

0.05

0 １ ２ ３ ４ ５ 

P
M

（g
/k
W
h

） 

（目標） 
新長期規制（’05～） 

超低PM排出ディ－ゼル車 
認定制度（’02/9～） 

超  ★★★ 
75％低減レベル 

85％低減レベル 

　大型トラック「プロフィア」に採用した「パルス

EGRシステム」は、従来のEGRを進化させた、世界

初の画期的なシステムです。エンジンの吸気工程

で排気バルブを一時的に開き、排出ガスの一部を

直接シリンダーに逆流導入させ、新しい吸入空気

と一緒に混合させるというものです。従来の外部

配管による構造に対し、「パルスEGRシステム」は、

外部配管、調整バルブなどが不要となり、構造の単

純化が実現され、信頼性の向上と共に軽量化にも

つながりました。更に排気系の絞り弁が不要とな

るので、絞り弁の排気抵抗による、燃費の悪化を防

止できます。 



　日野自動車はエンジン・駆動系などの音源対策

として、燃焼改善や構造の改善に最新の解析技術

を駆使した騒音低減策及び吸・遮音材の的確な配

置を行い、低騒音化を推進してきました。 

　新中型トラック「レンジャープロ」に新搭載され

たターボインタークーラーエンジン（J07C-TI）に

は、コモンレール式燃料噴射システムの採用、シリ 

ンダーブロック改良、遮音カバーの強化、低騒音マ

フラーの採用など、これまでに蓄積してきた低騒音

化技術を盛り込み、低振動・低騒音を実現し、’01年

騒音規制をクリアーしました。 

　これらの技術を更に発展させ、大型トラック系の

規制対応に展開すべく取り組んでいます。 

 

　関東地区の７都県市が実施している「低公害車

指定制度」、関西地域の６府県市が実施している

「LEV-6指定制度」に対し、日野自動車は積極的に

対応し、都市内走行車型を中心に、大・中・小型トラッ

ク及び路線バスなどに、LPG、CNG、ハイブリッド

（HIMR）車17車型が指定を受けています。 

　信頼性の高い酸化触媒付ディーゼルエンジン搭

載車については、65車型が「LEV-6指定制度」認定

を受けています。関東地区については、認定基準の

見直しのため、現在認定申請中です。 

（’02年３月現在） 

　’03年10月から都条例で定めるPM（粒子状物質）

排出基準を満たさないディーゼル車は都内の運行

が禁止されます。 

　日野自動車では、平成６年規制（KC付き）車以

降の既販売車用PM減少装置として、「PMトラッ

プ」が都の認定を取得しました。 
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自治体の低公害車指定制度への対応 

製品分野での 
取り組み 

車外騒音の低減 

車 
 

型 
 

数 

触媒付車 ハイブリッド車 CNG車 LPG車 

8

関西地域「LEV-6指定制度」認定車型数 
関東地区については現在認定申請中 

12

3

6
7

6

65
64

66

7

4

1

■低公害車指定車型の推移 

■PMトラップ概念図 

加速騒音規制の動向 

規制値　dB（A） 
現行→新規制 

平成10年 

1998

平成11年 

1999

平成12年 

2000

平成13年 

2001

平成14年 

2002

平成15年 

2003
車　　種 

中型車 

　GVW＞3.5t 

　150kW以下 

83→82 

83→81 

83→81 

83→81 

83→80 

83→80

全駆車 

トラック 

バ　ス 

全駆車 

トラック 

バ　ス 

大型車 

　GVW＞3.5t 

　150kW超 

新型車規制 
継続生産車 

10 9

10 9

10 9

10 9

東京都ディーゼル車排出ガス規制 

'99 '00 '01 '99 '00 '01 '99 '00 '01 '99 '00 '01（年度） 

HC SOF 
（パティキュレートの一成分） 

CO

O2 H2O

CO2

PMトラップ 

PMトラップ通過前 

PMトラップ通過後 



■新HIMRシステムの概念図 

　HIMRシステムは、’91年日野自動車が他社に先

駆けて完成した世界初のディーゼル－電気ハイブ

リッドシステムです。その後改良を積み重ね、’01

年９月発売したHIMRシステム搭載バス「ブルー

リボンHIMR」、引き続き発売された「セレガHIMR」

は、コモンレール式燃料噴射システム、酸化触媒マ

フラーなどの採用により、新短期排出ガス規制を

クリアーし、更にニッケル水素バッテリーの採用

により、大幅な燃費改善がなされました。 

　’02年５月大幅な低燃費化と低公害化を目的とし

た新型ハイブリッドシステムを開発し、実用化に

向け各種試験を開始しました。この新システムは、

ワンウェイクラッチにより、シリーズハイブリッ

ド方式
※

　

　
1
とパラレルハイブリッド方式

※

　

　
2
を１モー

ターで両立して、両方式の利点を一元化した画期

的なシステムです。新蓄電装置採用と発電機改善

などにより、画期的な燃費改善（現行ディーゼル車

比約1.8倍）と、排出ガスの大幅削減が可能となり

ました。 

※１「シリーズハイブリッド方式」 
　　エンジン直結の発電機で発生した電力により走行モーターで
　　駆動する走行システム 

※２「パラレルハイブリッド方式」 
　　エンジンの駆動力と共にモーターの駆動力も併用するシステム 
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ハイブリッド車 

HIMR（ハイエムアール）システム搭載車 
［Hybrid Inverter Controlled Motor & Retarder System］ 

クリーンエネルギー車の開発 

トランスミッション 

蓄電装置 
（ウルトラキャパシター） 

インバーター 
モーター兼発電機 
（永久磁石同期機） 

エンジン 

タイヤ 

クラッチ２ 
クラッチ１ 

（ワンウェイクラッチ） 

デフ 

　LPG、CNG車はNOx、PM、黒煙の排出量が少な

く、低騒音などの優れた特性を備えています。 

　日野自動車では、小型トラック「デュトロ」には

LPG、CNG仕様車、中型トラック「レンジャー」、

「HU型路線バス」にはCNG仕様車を設定していま

す。 

　いずれも燃料がガスのため、大きなタンク容量

が必要となり、航続距離が十分とれないなどの問

題がありますが、燃料供給などのインフラ整備の

状況を勘案し、都市内走行車型を中心に、今後車型

シリーズへの展開を検討していきます。 

　日野自動車は、次世代燃料の研究にも積極的に

取り組んでいます。 

　現在、HIMRシステムをベースに、次世代燃料の

DME（ジメチルエーテル）エンジンの開発を経済

産業省の委託を受け研究中です。 

　また、トヨタ自動車と共同で、高圧水素を燃料と

する燃料電池ハイブリッドシステム搭載の大型バ

スの開発を進めています。 

LPG（液化石油ガス） 
　　　　　　 CNG（圧縮天然ガス）車 

グリーン購入法 適合車型 

その他の次世代燃料の研究 

　’01年４月に制定されたグリーン購入法に適合し

ている車型は現在下記の４車種です。 

（’02年３月現在） 

◆小型トラック デュトロCNG車 ５車型 

◆中型トラック レンジャーHIMR １車型 

◆大型路線バス ブルーリボンシティHIMR車 ４車型 

 ブルーリボンシティCNG車 １車型 

◆大型観光バス セレガHIMR車 １車型 

 
車両詳細仕様は、ホームページをご覧ください。 
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日野自動車直営CNGエコ・ステーション 

製品分野での 
取り組み 

　日野自動車は、東京日野市の本社に隣接した甲

州街道沿いにCNG燃料供給施設「日野自動車エコ

・ステーション」を開設し、一般車両を含めたCNG

燃料の供給サービスを実施しています。 

　東京都内に比べて充てん設備の少ない東京西部

地域での、CNG車の普及に貢献しています。 

■日野自動車エコ・ステーション 
　供給能力：250Nm3/h 
　（１日当たり・小型トラック50台/中型トラック40台程度） 

　’02年７月に「使用済自動車の再資源化等に関す

る法律（リサイクル法）」が制定されました（’04年12

月施行予定）。この法律は使用済み自動車のリサイ

クル、適正処理を図るため、自動車メーカーが軸と

なり関係者に適切な役割分担を義務付けた法律で

す。すでに実施されているテレビ、冷蔵庫などを対

象にした「家電リサイクル法」と同様、ユーザーに

も処理費用の一部を負担していただくことになり 

ます。 

　自動車の場合は、処理する時に環境に大きな影

響を及ぼすフロン、エアバッグ、シュレッダーダス

トが対象になります。 

　日野自動車は’02年３月「リサイクル委員会」を

新たに設置し、従来から取り組んできたリサイク

ル性向上活動を、更に強力に、効率よく推進してい

きます。 

リサイクルの推進 

■自動車リサイクル法の概要 

中古車 

ELV

ELV

ELV

ELV

自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
輸
入
事
業
者 

資
金
管
理
法
人 

新車ユーザー 

最終ユーザー 

リサイクル預託金 

請　求 

払い渡し 

エアバッグ 

ASR無償引き取り 

エアバッグ回収料金 

引き取り３品目 

引き取り３品目適正処理費 

フロン類 

フロン類回収料金 

引取業者（販社など） 

フロン類回収業者 
（販社・解体業者など） 

道路運送車両法に基づく 
登録抹消  

解体業者 

シュレッダー業者 

モノの流れ 

お金の流れ 

登録制 

登録制 

許可制 

許可制 
中古部品市場 
再資源化業者 

適正処理業者 
再資源化業者 

解体自動車全部利用者 



　新型車のリサイクル可能率については、キャブ

付シャシ状態で、自主目標の90％以上を達成しま

した。一方、現状の使用済み商用車のリサイクル状

況を反映した、リサイクル実効率向上にも取り組

んでいます。実車解体調査（’01年は10社を調査）

を行い、リサイクル実効率の現状とリサイクル率

向上への課題を把握しました。 

　日野自動車では、リサイクル材料の適用拡大をリ

サイクル活動活性化の大きな要素と考えています。 

　その具体例としては、フロアマットの裏面フェル

トに再生フェルトを使用しました。また、小型トラッ

ク「デュトロ」の荷台のあおり板や、新発売の中型

トラック「レンジャープロ」の室内トリム材として、

天然繊維「ケナフ材」を混合した材料を採用しまし

た。そのほか、シートクッション（背あての一部分）

には再生ウレタン、バッテリーカバーには樹脂バン

パーのリサイクル材を使用しています。 

　まだ採用には至っていませんが、FRP樹脂、外板

用ナイロンアロイ樹脂、トラックの荷台に多く使用

されている木材のリサイクル技術などの検討も進

めています。 

　再生資源利用促進法（リサイクル法）が’01年４

月に改正されました。それに基づき従来から推進

してきたRecycle（原材料としての再利用）の事前

評価に加え、法改正時追加された、Reduce（廃棄物

の発生抑制）及びReuse（製品・部品の再利用）を

網羅し、前述の実車解体調査の結果を反映した設

計ガイドラインを制定しました。今後設計基準へ

の展開を進めます。 
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　複数の材料を使用している複層部材も含めて、

熱硬化性樹脂材・ゴム材をリサイクル性のよい熱

可塑性樹脂材に切り替えました。また、TSOP材

（Toyota Super Olefin Polymer）を軸にインパネ・ 

解体・リサイクルに考慮した設計 

リサイクル率 

■実車解体調査 

■「デュトロ」ラジエーターグリル 

■「レンジャープロ」室内トリム 

材料の事前評価 

リサイクル材料の適用拡大 

リサイクルしやすい材料の採用 

コンソールボックスなどの内装樹脂部品＋ウレタ

ン塗装品は、新開発の高光沢AES（無塗装）に改善

され、ドアガーニッシュ、大型トラックのラジエーター

やバンパーグリル、更にモデルチェンジした小型ト

ラック「デュトロ」のラジエーターグリルにも採用

しました。 

ラジエーターグリル 

＜表面＞ 

＜裏面＞ 



　車両廃棄処理段階での環境負荷をあたえる可能

性がある物質の削減目標を発表し、目標達成に向

けて努力しています。 

■鉛使用部品及び構成比率（中型車トラックの例） 

ラジエーター 
 
 

ヒーターコア 
ハーネス被服 

 
 

バッテリー端子 

 
ホイールバランサー 

電着塗装 
電子基板 
内装塩ビ 
その他 
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　鉛使用量の削減活動は、新型車の鉛使用量（バッ

テリーは除く）の自主目標を、’96年の1/2以下と

定め、今年度は中型トラックを中心に実施しまし

た。新発売の「レンジャープロ」では、銅ラジエー

ター、銅ヒーターコアのアルミ化などにより、’96

年比51％減を達成しました。次の目標に向け、バ

ッテリー端子の合金化などを軸に技術開発を進め、

’05年までに’96年の1/3以下という目標を達成し

ます。 

　地球温暖化に影響のあるカーエアコン用冷媒

HFC134aの使用量削減を推進しています。 

　新発売の「レンジャープロ」では、冷媒量を800 

g/台から500 g/台に削減しました。これにより、

大型バス用の大容量カーエアコン搭載車を含め、 

鉛使用量の削減 

エアコン用冷媒HFC134aの削減 

環境負荷物質の削減 

製品分野での 
取り組み 

'01 
（レンジャープロ） 

'96 
（ライジングレンジャー） 

（年） 

51％ 
削減 
 

　資源の有効利用の観点から、日野グループ内の

関連企業と協力し、リユース部品の供給と部品の

リユースに取り組んでいます。 

　車両の心臓に相当するエンジンや、トランスミ

ッションなどを分解、洗浄した上で、必要に応じて

部品を交換し、新品レベルの品質確認を行い、リビ 

ルト部品として活用しています。 

　また、中古バンパーやランプ類などの外装部品を

対象に、洗浄、品質確認の上、中古部品としてリユ

ースしています。 

　今後更に、中古部品販売のネットワーク化、リビ

ルト部品種類の拡大を図ります。 

リユース・リビルト 

　日野自動車は「自動車のライフサイクル」即ち材

料・調達・生産・輸送・使用・廃棄・リサイクルの全

ての段階での、環境保全活動を積極的に実施して

きました。この活動をより効果的に進めるために

は、製品のライフサイクル全ての段階を網羅した

環境に及ぼす影響を開発段階で定量的に把握する 

ことが重要と考えています。 

　LCAはまだ手法的にも、データ的にも発展途上

ですが、設計支援ツールとして活用できるよう（社）

日本自動車工業会におけるトラックのLCAに関す

るワーキンググループなどに参画し研究を進めて

います。 

LCAの考え方［Life Cycle Assessment for Emvironment］ 

ほぼ全車種の省冷媒化が完了しました。 

 

　上記以外の環境負荷物質についても、現状使用

量の把握、使用禁止・削減物質の選定などに着手し

ました。今後計画的に削減を推進していきます。 

'96年比 
50％以下 

’00年目標 

'96年比 
33％以下 

’05年目標 
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日野自動車主要製品の諸元（代表車型）と特徴を紹介します。　 

小型トラック「デュトロ」 

中型トラック「レンジャープロ」 

•’02年６月に内外装をマイナーチェンジした小型トラック。 

•エンジンは燃料噴射ポンプの電子制御化やEGRシステム（排出

　ガス再循環装置）などの採用で高性能、高効率、環境保全性能

　を高次元でバランスさせた先進エンジンを搭載しています。 

•PMトラップ装着車は、七都県市低公害車指定制度及びLEV-6

　指定制度に適合しています。 

•車型シリーズにはLPG車、CNG車、ガソリン車もラインアッ

　プされています。 

•荷台あおり板に天然繊維の「ケナフ材」を混合した材料を使用

　し、資源の有効活用を図っています。 

•エアコン冷媒は代替フロンの省冷媒タイプを採用。 

•’01年12月にフルモデルチェンジした中型トラック。 

•国内初の５気筒ターボインタークーラーエンジンは、コモン 

 レール、EGRなどの最新技術を駆使し、従来の６気筒エンジ 

 ン並みの出力性能を確保すると共に、小排気量化による大幅 

 な燃費低減と排出ガスの低減を同時に実現しました。　　　 

•室内トリム材に天然繊維の「ケナフ材」を混合した材料を採用。 

•リサイクル可能率はキャブ付シャシ状態で90％以上。また鉛 

 削減はアルミラジエーター採用などで’96年比1/2以下に削減。 

•エアコン用冷媒HFC134aの使用量を800g/台から500g/台に   

 削減。 
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製品紹介 

排出ガス　　　　平成10年規制　　　　　　　　　適合 
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合 

騒　　音　　　　平成13年規制　　　　　　　　　適合 

　車  両  型  式 

　エンジン型式 
　　シリンダー配置 
　　弁機構・噴射システム 
　　総排気量 
　　最高出力（ネット） 
　　最大トルク（ネット） 

KK－XZU306 

Ｓ05Ｄ 

L4 
４バルブ 
4.899L 

103kW（140PS）/ 3,000 rpm 
353Ｎ・ｍ（36kｇ・ｍ）/1,600 rpm

排出ガス　　　　平成10、11年規制　　　　　　　適合 
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合 

騒　　音　　　　平成13年規制　　　　　　　　　適合 

　車  両  型  式 

　エンジン型式 
　　シリンダー配置 
　　弁機構・噴射システム 
　　総排気量 
　　最高出力（ネット） 
　　最大トルク（ネット） 

KK－FC5J 

J07C-TI 

L5（TI） 
４バルブ・コモンレール式 

6.634L 
165kW（225PS）/ 2,700 rpm 
588Ｎ・ｍ（60kｇ・ｍ）/1,600 rpm



大型トラック「スーパードルフィン　プロフィア　テラヴィ」 

バス「リエッセ」 

•コモンレール式燃料噴射システム、VGターボ、世界初のパ

　ルスEGRシステム及びこれらを制御する電子コントロール

　システムにより運転に最適な燃焼を実現し、燃費の向上と排

　出ガスの低減を両立させました。 

（燃費前 モデル比　約5％向上） 
•新機構トランスミッション「Pro Shift」（7Ｍ-半自動トラン

　スミッション）を搭載。更なるイージードライブと低燃費を

　実現しました。 

•鉛削減はアルミラジエーター採用などで’96年比1/2に削減。 

•’01年７月にマイナーチェンジした小型バス。 

•コモンレール式燃料噴射システム、ターボインタークーラー

　及びこれらを制御する電子コントロールシステムにより運転

　に最適な燃焼を実現しNOxを大幅に低減します。 

•不必要なアイドリングをカットするアイドル・ストップ・シス

　テムを採用し省エネ、排出ガス及び騒音の低減を図っています。 

•鉛削減はアルミラジエーター採用などで’96年比1/2以下に

　削減。 

•エアコン用冷媒HFC134aの使用量を2,550g/台から2,200g/台

　に削減。 
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製品分野での 
取り組み 

排出ガス　　　　平成11年規制　　　　　　　　　適合 
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合 

　車  両  型  式 

　エンジン型式 
　　シリンダー配置 
　　弁機構・噴射システム 
　　総排気量 
　　最高出力（ネット） 
　　最大トルク（ネット） 

KL－FR1K 

K13C（KT-Ⅱ） 

L6（TI） 
４バルブ・コモンレール式 

12.882L 
294kW（400PS）/ 2,000 rpm 

1,667Ｎ・ｍ（170kｇ・ｍ）/1,100 rpm

排出ガス　　　　平成10年規制　　　　　　　　　適合 
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合 

騒　　音　　　　平成12年規制　　　　　　　　　適合 

　車  両  型  式 

　エンジン型式 
　　シリンダー配置 
　　弁機構・噴射システム 
　　総排気量 
　　最高出力（ネット） 
　　最大トルク（ネット） 

KK－RX4J 

J05C-TI 

L4（TI） 
４バルブ・コモンレール式 

5.30L 
129kW（175PS）/ 2,700 rpm 
490Ｎ・ｍ（50kｇ・ｍ）/1,600 rpm



　日野自動車では、CO2原単位（売上高あたりの

CO2排出量）を’05年度末までに’00年度比５％低減

（’10年度末までにCO2排出量を’90年度比10％低減）

するという目標を掲げ、エネルギー低減に取り組

んでいます。 

　’01年度は、塗装ブースの統合、省エネトラップ

の取り付け、設定温度・送気圧力の見直し及び、生

産ラインの統廃合などにより、CO2原単位で’00年

度比13％低減しました。 
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地球温暖化防止 

生産分野での取り組み 

■CO2総排出量・原単位の推移 
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銀屋 洋 

生産環境委員会委員長 
取締役副社長 

工　場 

廃棄物社外排出量 

• 直接埋め立て 113［t］ 
• 社外焼却 700［t］ 
• 焼却灰 400［t］ 

リサイクル 

• リサイクル 78千［t］ 
• サーマルリサイクル ６万［GJ※］ 
• 化学物質 ７［t］ 

（※GJ＝１×109 J） 

製　　品 

• 国内トラック･バス ３万［台］ 
• 輸　出 ２万［台］ 
• 受託車 14万［台］ 
 （海外生産用部品は除く） 

大気･水域への排出量 

•   CO2 ５万［ t-CO2］ 
• 排　水 140万 ［m3 ］�
• 化学物質 500 ［t］ 

供給エネルギー 

• 電　力 14万［MWh］ 
• 燃料（原油換算） ５万［kL］ 

供給資材※ 
• 　鉄 17千［t］ 
• アルミ ３千［t］ 
• 樹　脂 ２千［t］ 
• 化学物質 1,760［t］ 
• 給水量 180万［m3（t）］ 

生産工程における資源投入量と環境への排出量（’01年度） 

'00年度レベル 
▲５％ 

原単位目標 

　近代の高度経済成長は、「豊かさ」をもたらしましたが、その反面、地球温暖化、

最終処理場のひっ迫、化学物質による人体や環境の汚染などの大きな傷跡を残

しました。これらの問題は、自動車生産においても例外ではなく、早急に改善を

しなくてはならない最重要課題です。 

　日野自動車は’01年２月に発表した新ボランタリープランに地球温暖化防止、

水資源の節約、廃棄物低減、及び化学物質低減の目標値を掲げ、達成に向けた取

り組みを推進しています。 

　’01年度は、塗装ブースの統合、防錆ブースのシャワーレス化、紙類のリサイ

クルの全社展開、電気分解方式のニッケル除去装置の開発などの環境負荷低減

に取り組みました。また、今回より土壌・地下水への取り組みを記載しました。 

（※部品としての供給量は除く） 



　日野自動車は、廃棄物低減と省資源について、新

ボランタリープランで低減目標を定め、ボランタ

リープラン達成に向けた取り組みを行っています。 

　’00年度に直接埋立廃棄物ゼロ
※
を全工場におい

て達成致しましたが、更なる直接埋立廃棄物の低

減に取り組んでいます。’01年度は糸巻きフィルター

の再利用、不燃廃プラスチックの分別の徹底と、維

持継続に取り組みました。 

※ 直接埋立廃棄物ゼロ：’95年度比５％未満 
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’01年度廃棄物処理状況 

直接埋立廃棄物 

　’05年度末までに’90年度比1/3（33％）以下とい

う目標を定めて、低減に取り組んでいます。’01年度

は、廃棄物排出量の各部署別管理の定着や、紙類の

リサイクルにおける全社展開の取り組みを行い、’90

年度比43％低減となりました。’05年度目標達成に

向けて、更なる低減を行っていきます。 

焼却廃棄物 

生産分野での 
取り組み 

廃棄物低減 

清掃汚泥 
7％ 

社内再利用　　26,851 t（31.9％） 

社外再利用　　
51,622 t（61.2％） （逆有償分含） 

焼却廃棄物　　
4,765 t  （5.7％） （社内＋社外） 

排水処理　　　　676 t（0.8％） 
その他の社外処理　265 t（0.3％） 
直接埋立　　　　113 t（0.1％） 

廃棄物 
発生量 
84，292 t

　工場で使用する水についても省資源の観点から

’05年度末までに台あたりの使用量を’00年度比10

％低減するという目標を定め、節水活動を推進し

ています。 

　’01年度は防錆ブースのシャワーレス化及び節水

ポスター掲示による節水啓蒙活動の実施などの対

策を実施し、その結果、水使用量は’00年度比３％

低減しました。 

水資源の節約 

■水使用量の推移 
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■焼却廃棄物の推移 

■’01年度焼却廃棄物の内訳 
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化学物質管理 

　’01年度に日野自動車が使用した報告対象となる

化学物質は 20 種類あり、合計の取り扱い量は約

1，800t（集計対象：取扱量１t以上）でした。そのうち30％

が大気と水域への排出となります。 

　化学物質による環境負荷の低減のため、排出量

30％低減（基準年’98年度、達成年’05年度）を自主

目標として取り組んでいます。 

　’01年度は、洗浄用シンナーであるトルエン、キシ

レンの代替化、本社・日野工場の中型塗装工場再建

による稼働停止により、’98年度比53％低減となり

ました。　　　　　　（巻末に工場毎のデータがあります） 

　自動車を製造するにあたり、数多くの化学物質

を使用します。 

　日野自動車は、PRTR法（特定物質の環境への排 

出量把握及び管理の改善促進に関する法律）に絡

めて、化学物質の事前評価や集計を行っています。 

PRTR［Pollutant Release and Transfer Register］ 

化学物質の事前評価システム 
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■PRTR対象物質の排出量推移 

　日野自動車は、原材料や副資材などの化学物質

を新規に導入する場合、MSDS（化学物質等安全デ 

ータシート）などを活用して、環境・安全面の事前

評価を実施するシステムを構築、運用しています。 

化学物質事前評価のシステム概要 

使用部署／計画部署 

＊新規資材トライ 

受付・発注 受付・保管 

MSDS

人体への影響評価 

ガイドライン 

代替品検討 
受付・保管 

納入資材成分報告書 
MSDS 
受　付 

納入資材成分報告書 

環境部 安全健康推進室 調達部 仕入先殿 

OK OK

NG

＊金属・部品などの原材料を除く 

評　価 

納入資材成分報告書 
MSDS 
提　出 

納入資材成分報告書 
MSDS提出依頼書 

発　行 

'05（年度） 

'98年度比 
▲30％ 

目標 



　カーエアコンの冷媒である代替フロン（HFC134a）

も地球温暖化への影響があり、注入時の漏れ防止

改善を進めています。’00年度には全ラインでガス

回収装置の設置を完了しています。 

ニッケル 

　環境負荷物質低減活動の一環として、’01年度よ

り、工場排水中に含まれるニッケル濃度の自主基準

値を0.1mg/L未満と設定して、低減に取り組みま

した。具体的には、電気分解方式によるニッケル除

去装置を自社独自で開発し設置しました。これに

より、自主基準値を遵守しています。 

■ガス回収装置 
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代替フロン 

　トランス、コンデンサの絶縁油として使用され

ているPCBについて、適正に管理、保管しています。 

　’01年度末での使用済みPCB含有機器の保管台

数は191台となっています。 

PCB（ポリ塩化ビフェニル） 

環境負荷物質の低減 

生産分野での 
取り組み 

■電気分解方式「ニッケル除去装置」 

■電気分解によるニッケル除去のメカニズム 

H2O→H＋＋OH－ 

Ni2＋ ＋2OH－→Ni(OH)2↓ 

2H＋＋2e－→H2 ↑ 

→ｅ－ 

＋ － 

Ni2＋  
Ni2＋  

Ni2＋  

電気分解方式とは、水の電気分解によって生じる水

酸イオンがニッケルイオンと結びついて水酸化ニッ

ケルとして析出されるものです。これだけでは凝集

性がよくないので、陽極に凝集性のよい金属を用い

ることにより、溶出した陽極金属の水酸化物が水酸

化ニッケルを包み込むように凝集沈殿します。 

　ボデー塗装工程から排出される揮発性有機化合

物（VOC）については、自主目標を設定して、低減

活動を推進しています。 

　’01年度につきましては、塗装工程で使用される

シンナー類の回収率を向上させ、’00年度比８％低

減を達成しました。今後は’02年度末までに55g/m2

に低減するという目標達成に向け、更なる回収率

の向上、シンナー類の使用量低減を図ります。 

VOC［Volatile Organic Compounds］ 
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■VOC排出量推移（羽村工場） 
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実績 

　羽村クリーンセンターでは、大型焼却炉を稼働さ

せています。’02年12月よりダイオキシンの排出基

準値が５ng-TEQ/Nm3と強化されるため、’01年度

は、「ダイオキシンの発生源となる塩ビをゴミと分

別し、焼却炉では焼却しない」、「焼却炉内へ投入す

るゴミ量の適正化を図り、完全燃焼させて、ダイオ

キシンの合成を防止する」、「発生したダイオキシン

については、活性炭に吸着除去し、大気への排出を

防止する」などの改善及び管理体制の強化を図りま

した。 

ダイオキシン 



　有機塩素系化合物であるトリクロロエチレンは、

優れた洗浄剤として様々な産業に用いられていま

す。日野自動車でも部品の脱脂洗浄剤として使用

していましたが、’89年に国が有害物質として指定

する前の’76年、使用を全廃していました。 

　その後’94年から土壌・地下水の汚染状況を調査

し、その結果、本社・日野工場の敷地内の１ヵ所で、

当社の責任によりトリクロロエチレンが環境基準

を上回るレベルであることが確認され、’97年より

積極的に浄化対策を進めています。 

　対策にあたっては、工場敷地外への地下水の流

出防止を最優先と考え、敷地内境界沿いにバリア

井戸を設置して地下水を汲み上げ、曝気浄化を行

っています（’98年には流出防止対策を完了）。 

　土壌浄化については、土壌中のガスを吸引し、活

性炭により除去しています。 

　本件については、’99年９月に行政へ自主報告し、

以降定期的に、観測井戸での観察状況を報告する

と共に、ご指導をいただきながら対応を進めてい

ます。 

　また、’02年８月には「近隣自治会との交流会」に

おいて、地域の代表の方々に、土壌・地下水の状況

について説明を行いました。 

　今後も行政のご指導や地域の方々のご意見をい

ただきながら、情報公開に努めていきます。 
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土壌・地下水への取り組み 

　日野自動車は完成車物流や海外生産用のノック

ダウン部品物流などの様々な物流分野において、

環境への対応として輸送の合理化によるCO2排出 

量の低減、梱包･包装資材使用量の低減に取り組ん

でいます。 

　完成車物流では従来の自走方式、キャリアカー

輸送よりも、更に輸送効率向上を図ったフルトレ

ーラー方式の完成車輸送システムを考案し、実施

しています。 

　この方式は、一般貨物便のトラックに完成車車

載キャリアーを連結し、完成車を輸送するもので、 

自走方式などによる輸送に対し、大幅にCO2排出

量を低減できます。 

　現在このシステムの運用は、大阪、愛知、三重と、

一部の地域のみとなっていますが、今後は更に拡大

を図っていきます。 

CO2低減活動 

物流の合理化 

■地下水浄化対策（イメージ） 

敷地境界 

土壌 

’01年度トリクロロエチレン測定値 

工場・事業所 

本社・日野工場 

羽村工場 

新田工場 

地下水レベル 

0.002未満～0.37 

0.002未満～0.047※
 
 

検出なし 

• 測定ポイントは各工場に複数あるため、レベルに幅があります。 
• 測定日（本社・日野工場：’01年12月／羽村工場：’02年１月） 
※ 敷地外からの流入によるもの 

環境基準値：0.03　［単位：mg/L］ 

地下水 

粘土層 

活性炭 曝気 
設備 

地下水浄化設備 

ポンプ 

■近隣自治会との交流会 



日野自動車の物流体系 

■梱包・包装資材総使用量の推移 

（千t） 

'01'00 （年度） 

23

17

0

10

20

5

15

25
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生産分野での 
取り組み 

　工場間・調達物流や、補給部品物流での生産部品

や補給部品の輸送において、輸送用ケース・ボック

スのリターナブル化、リユース化の拡大、過剰包装

の廃止などに取り組みました。 

　また、海外用生産部品については、森林保護の観

点から梱包材をスチール化するなどして木材使用

量を低減しています。 

　これらの対策により、梱包・包装資材の使用量は

’00年度比で25％低減しました。 

■フルトレーラー連結 

梱包・包装資材使用量の低減 

　KD部品物流では、港から日野工場まで空コンテナ

を回送、KDケースをコンテナに積み込み港まで輸送し

ていましたが、他社の輸入コンテナ帰り便を利用す

ることで、空荷コンテナ運行を削減しました。これ

によりCO2排出量を改善前に比べ５％低減しました。 

■フルトレーラー完成車輸送システム概念図 
　（例：配車センター～販売会社） 

■KD部品物流の改善 
集荷センター 

A社（上野原市） 

日野工場 船積み 出港 

集荷センター 配車センター 販売会社 

キャリアーなし 積載キャリアー牽引 

キャリアーなし 

キャリアーなし 

キャリアーなし 
積載コンテナ便 

空車キャリアー牽引 

新田工場 

仕入先 

国内販売店 

海外代理店 

海外組立工場 

国内販売店 

海外代理店 

補給部品物流 

KD部品物流 

調達物流 

調達物流 

工場間物流 

配車センター 

羽村工場 

日野工場 

KD工場 

部品センター 

'05

'00年度比 
▲20％ 

目標 

完成車物流 

完成車物流　 
完成車を工場から国内販売会社及
び海外代理店へ輸送する物流 

工場間物流 
日野～羽村～新田工場間及び協力工
場への部品供給のための物流 

KD部品物流 
車両組立のための海外現地工場へ
の部品を供給する物流 

補給部品物流 
国内外の販売店にサービス部品を
供給する物流  
その他仕入先から各工場への部品
納入のための調達物流があります。 

改善前 

空荷コンテナ便 

空荷コンテナ便 

空荷コンテナ便 

積載コンテナ便 

A社（上野原市） 

日野工場 

改善後 

積載コンテナ便 

積載コンテナ便 

船積み 出港 

入港 荷下ろし 

入港 荷下ろし 
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所在地　　東京都日野市日野台３-１-１ 
主要製品　大型トラック「スーパードルフィンプロフィア」 
　　　　　中型トラック「レンジャープロ」 
従業員数　4,607名（’02年３月末現在） 

敷地面積　43万m2　　　建物面積　26万m2　 

本　　社　・　日　　野　　工　　場 

生産サイト情報 

1997年度 
資源エネルギー庁長官賞（電気部門）受賞  
2001年３月24日 
ISO14001 認証取得 

本社・日野工場  環境方針 

１. 地域との融和、環境との共生 
緑豊かな多摩の自然の中で末永くクルマづくりを営んでいくため、開発・調達・生産準備・生産や事務

管理などに関わる環境影響を常に認識し、各部門が協調して環境管理を推進します。 
 

２. 未然防止を基本に 
環境汚染の予防のため、源流対策の徹底を環境管理システムの維持・向上により推進します。 

また、環境への影響を継続的に改善していきます。 
 
３. 法規等の遵守 

国の法律、自治体の条例や、私たちが守ると決めた環境に関する要求事項を遵守します。 
 
４. ムダを出さない、ムダに使わない 

環境への排出物や廃棄物の「ゼロ」を目指し、資源とエネルギーの効率的な利用を推進します。 
 
５. 一人ひとりの気持ちから 

従業員の環境意識を向上し、全員が自覚と責任を持って環境保全活動に参加します。 

日野工場長 

環境管理統括者 
常務執行役員 

 

萩原 文二 

○日野工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○ 

’01年度では、環境保全に関する苦情は11件ありました。 
• 鋳造工場からの臭気１件 
• プレス工場の騒音及び振動２件 
• 工場南側工事の荷捌き作業による騒音１件 
• その他の騒音及び振動７件 
上記苦情については、再発防止対策を実施しました。 

放流水水質分析（河川放流・・・放流先：谷地川経由多摩川） 

規制値 最　小 最　大 平　均 項　　目 

排水量 

ＳＳ 

油分 

全窒素 

亜鉛含有量 

フッ素化合物 

COD

BOD

4，337

7.5

2.4

12.0

4.0

ND

11.3

0.14

0.06

804

6.8

ND

3.7

1.0

ND

2.3

0.09

ND

－ 

－ 

5.8～8.6

20

40

4.7

20

4.75

14.2

1,914

7.0

1.3

6.2

1.8

ND

全リン 0.8 0.052 0.22

7.3

0.12

0.03

ND：定量下限値以下（検出されない） 

pＨ 

測定項目 最　小 最　大 平　均 規制値 施設名 

ボイラー 
重油 

コジェネ 

浸炭炉１号 

都市ガス 

76

0.047

27

0.003

135

0.02

63

0.035

24

110

0.019

0.003

86

0.065

29

0.004

160

0.021

97

0.3

35

0.05

180

0.2

NOx

ばいじん 

ばいじん 

ばいじん 

［ppm］ 

［g/Ｎm3］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3］ 

［m3/日］ 

［－］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

NOx

NOx

水　質 

大　気 

（水質汚濁防止法、都条例） 

（大気汚染防止法、都条例） 

（PRTR法） 化学物質 

政令 
番号 

40 

43 

63 

227 

299

　第一種指定化学物質 

 
エチルベンゼン 

エチレングリコール 

キシレン 

トルエン 

ベンゼン 

合　　　　　　　計 

取扱量  

 
14.8 

253.3 

33.5 

33.0 

1.0 

335.6

  

大　気 

11.7 

0.1 

18.3 

10.5 

0 

40.6

  

水域 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

 排　出　量   

廃棄物 

0.1 

0.4 

0.1 

0 

0 

0.6

  

公共下水道 

0 

0 

0 

0 

0 

0

リサイクル 
　 

0 

0 

0 

1.4 

0 

1.4

除去　 
処理量 

0.1 

0.1 

0.7 

0.1 

0 

1.0

消費量 
　 

2.9 

252.7 

14.4 

21.0 

1.0 

292.0

移　動　量 

• 取扱量５t以上が対象（特定第１種指定化学物質は500kg以上）�
• 除去処理量：焼却処理・分解処理などにより除去した量�
• 消費量：反応により他物質に変化したり、製品に含有もしくは付随して場外へ持ち出される量 

［単位：t/年］ 

■地域交流行事■ 

４月　日野工場さくらまつり 
７月　近隣自治会と日野自動車の交流会 
11月　日野産業祭り 

■日野工場さくらまつり 
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所在地　　東京都羽村市緑ヶ丘３-１-１ 
主要製品　小型トラック「デュトロ」「ダイナ」 
　　　　　「ハイラックス」「ハイラックスサーフ」 
従業員数　2,631名（’02年３月末現在）　 

敷地面積　75万m2　　　建物面積　30万m2 

1996年度 
資源エネルギー庁長官賞（電気部門）受賞  
1999年３月10日 
ISO14001 認証取得 

羽　　村　　工　　場 

羽村工場長 

 

山本 隆彦 

○羽村工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○ 

’01年度では、環境保全に関する苦情は１件ありました。�
• 実験用通用門のレール音による騒音１件 
上記苦情については、再発防止対策を実施しました。 

最　小 最　大 平　均 

3，036

7.7

3.3

12.0

ND

8.9

ND

0.84

168

6.6

0.9

2.0

ND

1.7

ND

0.68 0.76

1，489

7.0

2.0

3.3

ND

3.1 0.1 0.4

3.9

ND

放流水水質分析（下水道放流） 

規制値 項　　目 
排水量 

ＳＳ 

油分 

全窒素 

亜鉛含有量 

フッ素化合物 

BOD

－ 

5.7～8.7

300

300

5

150

5

15

全リン 20

pＨ 

［m3/日］ 

［－］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

ND：定量下限値以下（検出されない） 

水　質 （下水道法） 

最　小 最　大 平　均 

66

0.008

665

0.027

15

0.002

41

0.006

600

3

ND

0.026

87

0.011

730

0.028

66

0.01

97

0.25

950

0.1

180

0.1

93

0.002

96

13

66

41

9.9

－ 

120

0.002

150

16

250

0.5

750

80

測定項目 規制値 施設名 

NOx

ばいじん 

ばいじん 

ばいじん 

［ppm］ 

［g/Ｎm3 ］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3 ］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3 ］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3 ］ 

［mg/Ｎm3 ］ 

［ng/Ｎm3 ］ 

NOx

NOx

ボイラー 

コジェネ 

乾燥炉 

 

ばいじん 

ダイオキシン 

NOx

塩化水素 

焼却炉 

ND：定量下限値以下（検出されない） 

（大気汚染防止法、都条例） 大　気 

生産分野での 
取り組み 

環境管理統括者 
常務執行役員 

政令 
番号 

1 

40 

43 

44 

63 

101 

179 

224 

227 

232 

299 

311

　第一種指定化学物質 

 
亜鉛の水溶性化合物 

エチルベンゼン 

エチレングリコール 

エチレングリコールモノエチルエーテル 

キシレン 

酢酸２-エトキシエチル 

ダイオキシン類 

1,3,5-トリメチルベンゼン 

トルエン 

ニッケル化合物 

ベンゼン 

マンガン及びその化合物 

合　　　　　　　計 

取扱量  

 
10.9 

52.7 

598.1 

19.6 

257.2 

29.6 

0 

17.0 

270.5 

1.5 

3.7 

16.8 

1,277.6

  

大　気 

0 

37.0 

0 

19.5 

167.5 

28.8 

（1.2 

9.1 

167.9 

0 

0 

0 

429.8 

 

  

水域 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

排　出　量   

廃棄物 

3.2 

0.1 

0 

0 

0.1 

0 

（19.2 

0 

0.1 

0.7 

0 

1.0 

5.2

  

公共下水道 

0.1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0.1 

0.2

リサイクル 
　 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

5.2 

0 

0 

0 

0 

5.2

除去　 
処理量 

0 

4.4 

0 

0.1 

29.1 

0.8 

0 

2.7 

20.6 

0 

0 

0 

57.7

消費量 
　 

7.6 

11.2 

598.1 

0 

60.5 

0 

0 

0 

81.9 

0.8 

3.7 

15.7 

779.5

移　動　量 

） ） 

• 取扱量５t以上が対象（特定第１種指定化学物質は500kg以上）�
• 除去処理量：焼却処理・分解処理などにより除去した量�
• 消費量：反応により他物質に変化したり、製品に含有もしくは付随して場外へ持ち出される量 

［単位：t/年（ダイオキシン類はg/年）］ （PRTR法） 化学物質 

羽村工場  環境方針 

１. 環境に負荷の少ないクルマづくり 
• 私たちは、国・地方自治体の環境に関する法規制、規則及びその他の同意した要求事項を遵守します。 

• 私たちは、生産及びその付帯活動による環境への影響を常に認識すると共に、環境管理システムの運

　用で環境影響を継続的に改善し、また予防し、緑豊かな多摩の自然環境の維持向上に努めます。 
 
２. 限りある資源の有効活用 

• 私たちは、資源には限りがあるものと認識し、生産・物流の効率化を追求します。 

• 私たちは、基本は発生源対策との認識のもと、排出物、廃棄物「ゼロ」を目指した工場づくりに継続的、

　積極的に取り組みます。 
 
３. 人に優しい環境のために 

• 私たちは、工場で働く人が安心して仕事ができるよう、環境の維持向上に努めます。 

• 私たちは、一人ひとりが自覚と責任を持ち、工場及び地域の環境保全活動を推進し、また、企業市民

　として地域の環境保護にも積極的に協力します。 

■地域交流行事■ 

４月　羽村工場さくらまつり 
７月　はむら夏祭り 
９月　カーブミラー清掃 

■羽村工場さくらまつり 



30

所在地　　群馬県新田郡新田町 
　　　　　大字早川字早川10-1 
主要製品　中型及び小型トラック用エンジン 
　　　　　大型及び中型トラック用トランスミッション 
　　　　　中型トラック用アクスル 
従業員数　933名（’02年３月末現在） 

敷地面積　39万m2　　　建物面積　14万m2　 

新　　田　　工　　場 

放流水水質分析（河川放流・・・放流先：早川） 

規制値 最　小 最　大 平　均 項　　目 
排水量 

ＳＳ 

油分 

全窒素 

亜鉛含有量 

フッ素化合物 

COD

BOD

869

7.5

4.4

12.015

4

1

37.8

0.2

0.1

42

7.1

ND

2.0

ND

ND

35.9

0.05

ND

－ 

1

6.0～8.0

10

15

3

60

1.5

339

7.4

2.2

5.6

2.0

0.2
全リン 0.11 0.098 0.1

36.9

0.1

0.05

pＨ 

測定項目 最　小 最　大 平　均 規制値 施設名 

ボイラー 
10t

連続炉 

1号 

71

0.012

95

0.016

55

0.003

84

ND

83

0.03

100

0.034

180

0.1

180

0.1

NOx

ばいじん 

ばいじん 

［ppm］ 

［g/Ｎm3 ］ 

［ppm］ 

［g/Ｎm3］ 

NOx

［m3/日］ 

［－］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

［mg/L］ 

ND：定量下限値以下（検出されない） 

ND：定量下限値以下（検出されない） 

水　質 

大　気 

（水質汚濁防止法、県条例、新田町との環境汚染防止協定） 

（大気汚染防止法、県条例、新田町との環境汚染防止協定） 

○新田工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○ 

　苦情などはありませんでした。 

新田工場長 

 

藤本　慎治 

環境管理統括者 
参与 

1999年度 
経済産業局長賞（電気部門）受賞  
2001年度 
経済産業局長賞（熱部門）受賞  
2000年３月27日 
ISO14001 認証取得 

政令 
番号 

40 

43 

63 

68 

227 

232 

311

　第一種指定化学物質 

 
エチルベンゼン 

エチレングリコール 

キシレン 

クロム及び３価クロム化合物 

トルエン 

ニッケル化合物 

マンガン及びその化合物 

合　　　　　　　計 

取扱量  

 
13.2 

13.6 

22.0 

22.2 

25.3 

0.7 

7.0 

104.0

  

大　気 

12.4 

0 

17.7 

0 

18.9 

0 

0 

49.0

  

水域 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

排　出　量   

廃棄物 

0 

13.6 

0 

0.5 

0 

0.1 

0.3 

14.5

  

公共下水道 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

リサイクル 
　 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

除去　 
処理量 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

消費量 
　 

0.8 

0 

4.3 

21.7 

6.4 

0.6 

6.7 

40.5

移　動　量 

• 取扱量５t以上が対象（特定第１種指定化学物質は500kg以上）�
• 除去処理量：焼却処理・分解処理などにより除去した量�
• 消費量：反応により他物質に変化したり、製品に含有もしくは付随して場外へ持ち出される量 

［単位：t/年］ （PRTR法） 化学物質 

新田工場  環境方針 

１. 地域との融和、環境との共生 
群馬の実り豊かな自然の中で末永くクルマづくりを営んでいくため、自動車部品生産による環境への

影響を常に認識し、環境管理を推進します。 
 

２. 未然防止を基本に 
環境汚染の予防のため、環境管理システムを維持することにより、未然防止の徹底を目指します。 

また、環境への影響を継続的に改善していきます。 
 
３. 法規の遵守 

国の法律、自治体の条例や地域との協定など、環境に関するあらゆる要求事項を遵守します。 
 
４. ムダを出さない、ムダに使わない 

環境への排出物や廃棄物を極力抑え、資源とエネルギーの有効的な利用を推進します。 
 
５. 一人ひとりの気持ちから 

全従業員の環境意識を向上し、全員が自覚と責任を持って環境保全活動に参加します。 

■地域交流行事■ 

７月　新田町福祉作業所ボランティア活動 
８月　澤藤電機合同早川周辺清掃 
10月　新田工場秋まつり 

■新田工場秋まつり 



　企業活動を行っていく上で、地域環境との調和

は優先的に考えるべき問題です。日野自動車は、

「良き企業市民」として果たすべき役割を自覚し、

社会の要請に応え、社員一人ひとりが広く地域や

社会に目を向け、より豊かな社会づくりに貢献し

ようと努めています。 

　大きく分けると、教育・学術研究、国際貢献・協

力、社会福祉、自然環境、地域社会などの分野で社

会貢献活動を行っています。一般市民を招いて、さ

くら祭りを実施し、様々な催しを楽しんでいただき

親睦を深めています。また、市の産業祭や環境フェ

スティバルへの参加、工場見学会及び工場周辺の清

掃活動などを通じ「良き企業市民」としての理解を

得るよう努めています。 

工  場  名 

日野工場 341

120

48

羽村工場 

新田工場 

件　　数 

16，961

8，757

1，120

509３工場合計 26，838

人　　数 

■KIDSディズニーランドプロジェクト支援 

KIDSをはじめとするボランティア団体への支援 
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活動の概要 

地域に根ざしたイベント実施 

工場見学会参加人数（’01年度） 

ボランティア活動支援 

「より豊かな社会づくりへの貢献」 

社会貢献活動 

■茨城テストコース見学会（一般公開） 

■八王子環境フェスティバル ■エコカーワールド2001

■カーブミラーの清掃作業 



１．設立の経緯 

日野自動車が、’92年５月に創立50周年を迎える

にあたり、各種記念事業の一環として、基本理

念の「社会環境との調和」に沿って自然環境保

全に貢献する各種事業を展開するために設立し

ました。 

 

２．設立年月日 

1991年７月30日 

 

３．事業の内容 

「地球規模で考え、行動は足元から」をモットー

に下記事業を行っています。 

①樹木や草花など植樹の実施及び助成 

②自然環境の保全活動に対する助成 

③自然環境の保全に資する調査・研究への助成 

④自然環境保全に資する啓発活動の実施及び助成 

 

４．基本財産 

640百万円 

なお、八王子市板当国有林内に分収育林制度に

よる契約林（通称：HGFの森）８haを所有。 

 

５．主な行事（2001年度） 

’01年５月：炭焼き体験（於：高尾山自然休養林） 

６月：総会（理事会、評議員会） 

８月：＃１助成先選考委員会 

９月：＃２助成先選考委員会 

10月：森に親しむ集い（於：HGFの森） 

11月：助成金贈呈式、活動発表会 

’02年１月：環境講演会（「炭と効能」） 

 

６．助成実績の推移 

■炭焼き体験（高尾山自然休養林） 

■生態系回復のための外来魚捕獲 

■森に親しむ集い（HGFの森） 

■助成先発表会 

■環境講演会（「炭と効能」） 
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（財）日野自動車グリーンファンド 

（百万円） （件） 

'99'98 '00'97'96'95'94'93'92'91 （年度） 
0

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

30

0

35

5

8

9

19

6

13

'01

6

14

15

21

15

22

16

25

16

29

15

22

15

18

24

10

累計金額　140百万円　　累計件数　201件 

件数 
金額 



Ｑ１．本報告書についてどのようにお感じになりましたか。 
　　（１つだけ○） 
 
　１．たいへんよくできている　　　２．よくできている 

　３．普通 　　　４．あまりよくない　　　５．よくない 

 
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。内容・読みやすさなど、具体的にお聞かせください。 
 
 
 
 
 
Ｑ２．本報告書の内容のうち、とくに印象に残ったこと・知
　　　ってよかったと思った事柄はありましたか。 
 
 
 
 
 
 
Ｑ３．本報告書の内容について、足りない点や改善した方が
　　　よい点がありましたら、お聞かせください。 
 
 
 
 
 
Ｑ４．昨年の環境報告書をお読みになった方へ。 
　　　今回は昨年に比べていかがでしたか。 
 
　１．かなり充実した　　　　　２．少し充実した 

　３．変わらない　　　　　　　４．昨年の方がよかった 

 
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。具体的にお聞かせください。 

日野自動車（株）　環境部 

誠に恐縮ですが、下記アンケートにご記入の上、上記ＦＡＸ宛てにご返送いただきますようお願い申し上げます。 
継続的改善をめざし、来年度以降の環境報告書作成に検討・活用させていただきます。 

◆ご協力ありがとうございました。差し支えなければ、あなたご自身についてお聞かせください。 

Ｑ５．本報告書でお知りになった日野自動車の環境問題への
　　　取り組みについて、どのように感じられましたか。 
 
　１．かなり評価できる　　　　２．まあ評価できる 

　３．あまり評価できない　　　４．全く評価できない 

 
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。具体的にお聞かせください。 
 
 
 
 
 
Ｑ６．環境問題への取り組みに関して、あなたは日野自動車に
　　　何を期待されますか。具体的にお聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
Ｑ７．環境報告書をご覧いただいたあなたのお立場と、本報告
　　　書の存在をお知りになったルートをお聞かせください。
　　（いくつでも○） 
 
●お立場 
 
　１．日野自動車の工場や事務所がある地域に住んでいる方 

　２．日野自動車と取引関係にある方　　　３．政府・行政関係の方 

　４．環境団体などＮＰＯ関係の方　　　５．報道関係に従事の方 

　６．日野自動車の従業員及びその家族 

　７．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 
 
●情報の入手ルート 
 
　１．新聞　　　２．雑誌　　　３．日野自動車のホームページ 

　４．日野自動車の販売店　　　５．友人、知人から聞いた　 

　６．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

 

お名前 

ご住所 
ご職業 
勤務先 

（ふりがな） 
性　別 １.男性　２.女性 ご年令 歳 

部署・ 
役職名 

〒 

2002.10

ご意見・ご感想をお寄せください。 

F A X   0 4 2 －5 8 6 －5 9 3 4



本報告書は、環境省「環境報告書ガイドライン（2000年度版）」を参考に作成しています。 

報告内容は原則として2001年４月から2002年３月の日野自動車（一部関連会社の活動も含む）

の環境保全に対する諸活動を対象として記載しています。また、発行が10月のため、大きな進捗

については2002年４月以降の活動も記載しています。 

本報告書は日野自動車のホームページにPDF形式で掲載しています。 

その他、下記の環境への取り組みについても、ホームページよりご覧いただけます。 

 

車種別環境情報／グリーン購入法適合車種リスト／低公害車両のラインナップ／環境に関する

日野自動車の発表 

http://www.hino.co.jp/ 

• 昨年の報告書の「環境マネジメント」４ページにおいて、「日野地球環境憲章」

の策定が’93年４月となっていますが、’93年３月の誤りでした。 

 

• 昨年の報告書の「節水活動」24ページのグラフにおいて、’00年の水使用量が

1,939（千m3）となっていますが、再集計したところ、1,896（千m3）でありまし

たので、訂正しました。本報告書では正しい集計結果で記載してあります。 

環境報告書について 

訂正について 

発 行 部 署／ 日野自動車株式会社　環境部 
　　　　　　 東京都日野市日野台３丁目１番地１ 
問い合せ先／ 環境部 
　　　　　　 TEL. 042－586－5565　FAX. 042－586－5934 
　　　　　　 総合企画部　広報室 
　　　　　　 TEL. 042－586－5494　FAX. 042－586－5299 
発　　　行／ 2002年10月  
次 回 発 行／ 2003年秋予定 



性能は、環境のために。

本環境報告書は、再生紙（古紙配合率100％）と大豆油インクを使用しています。
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